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遺跡の概要

調査の成果

　 今回の調査では、 古墳時代後期の竪穴建物跡、 奈良 ・ 平安時代の基壇建物跡や柱穴列、 竪穴建物跡、 掘立

柱建物跡などを確認しました。 第１号基壇建物跡は、 当時の地表面の上に盛土したもので、 掘り込み地業を行わな

い簡素な構造です。 周囲からは軒瓦を含む多量の瓦や長さ 30 ㎝を超える大型の鉄釘、 柱の基礎となる礎石などが

出土しました。また、この建物跡の北東では、調査区内を縦断する南北方向の柱穴列を確認しました。調査中のため、

今後の検討課題ではありますが、 山林に残る基壇と推測される盛土状の高まりと第１号基壇建物跡や柱穴列の位置

関係、 遺構の構造などから、 第１号基壇建物跡は門、 柱穴列は回廊の可能性が考えられます。

　 諏訪寺院跡の創建については、根方遺跡の第１次調査で古墳時代末～奈良時代初め頃 （７世紀末～８世紀初頭）

の土器とともに瓦が出土したことから、 この時期には寺の造営が行われていたことが明らかになり、 年代を特定できる

貴重な遺跡となっています。 今回の調査で寺院跡に関連する遺構 ・ 遺物が確認できたことは、 当遺跡の全体像を

検討できることに加え、 数少ない古代寺院跡の調査事例としても重要なものとなります。

　 根方遺跡 ・ 諏訪寺院跡は、 阿見町東部、 清明川

左岸の標高約 25ｍの台地上に立地しています。 根方

遺跡は、 平成 21 年度に当財団が発掘調査を行い、

今回が第２次調査となります。 今回の調査区付近の山

林には、 建物の基壇と推測される盛土状の高まりがあ

り、 その周辺では奈良 ・ 平安時代の布目瓦が採集さ

れていることから、 諏訪寺院跡と呼ばれています。 根

方遺跡の第１次調査では、 寺院跡と関連する軒丸瓦や

鬼瓦などが出土したほか、 粘土採掘坑が確認されてい

ることから、 窯業生産に関わる可能性が想定されます。
根方遺跡 ・諏訪寺院跡の位置 （いばらきデジタルマップに加筆）

第１号基壇建物跡 ( 赤 ) と散在する瓦や礎石 （北から撮影） 出土した軒丸瓦

HP X

ねかたいせきねかたいせき すわじいんあとすわじいんあと

きだんたてものあと

じぎょう

そせき

かいろう

そうけん

せいめいがわ

きだん もりど

のきまるがわら

ぬのめがわら

ねんどさいくつこう

ようぎょうせいさん

おにがわら

ちゅうけつれつたてあなたてものあと ほったて

ばしらたてものあと



HGHG

H
G

H
G

KK

KK

KK

KK

KK

KK

KK

KK

KK

0 40ｍ(1:1,200)

第１号基壇建物跡付近から出土した軒丸瓦ほか

南北に並ぶ柱穴列（北から撮影）

第１号基壇建物跡北側に散在する瓦片など（東から撮影）

第１号基壇建物跡
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特徴的な遺構・遺物

この資料は調査中の情報であり、最終的な結果ではありません。
引用・掲載はご遠慮願います。


